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ぶんるい ぶんけい

❚ 分類：文型

13-
1

1.
きょう し え がくしゅうしゃ み

教師は、（1）の絵を学習者に見せて、＜モ
ぶん こくばん か

デルテキスト＞（1）の文を黒板に書く。
ぶん はじ はんぶん こくばん

さらに、（2）の文の初めの半分を黒板に
か

書く。

2.
がくしゅうしゃ え み ぶん つづ かんが

学習者は、（2）の絵を見て、文の続きを考
い

えて言う。

手　　　　順

せつめい編

★助-31
じょうけん

と（条件）

使うことば
はる あたた さくら さ はな み あつ とり むし ふ しず

春、なる、暖かい、桜＊、咲く、お花見、集まる、にぎやか、鳥、虫、増える、静か

つか じょうけんぶん つぎつぎ

「と」を使った条件文を次々に
い

つなげて言う。
活動

春になると･･･18-1

談話の技術

準備する物

かたち ●○○時間

3.
ただ ぶん で い こう おな

正しい文が出たら、（3）以降も同じよう
え み ぶん つく

に、絵を見て文を作る。

4.
さい ご ぶん ぜんたい かくにん

最後の文までいったら、全体を確認する。



135

18

（1）
はる

春になると、あたたかくなります。

（2）あたたかくなると、さくらがさきます。

（3）
ひと はな み き

さくらがさくと、たくさんの人がお花見に来ます

（4）
ひと はな み く

たくさんの人がお花見に来ると、にぎやかになります。

（5）
とり

にぎやかになると、鳥がいなくなります。

（6）
とり

鳥がいなくなると、むしがふえます。

（7）
ひと

むしがふえると、人がいなくなります。

（8）
ひと

人がいなくなると、しずかになります。

モデルテキスト

　先生へ
ひ か こ けい れんしゅう

・ 非過去形で練習させること。
じょうけん かなら お しゅうかんてき い し どう

・ ある条件で必ず起こることか、習慣的なことを言うように指導する。
さいしょ ぶん つか だい つぎ かんが

・ 最初の文として使えるほかの題には次のようなものが考えられる：
に ほん ご べんきょう

　　日本語を勉強すると…
よるおそ ね

　　夜遅く寝ると…
やす

　　休みになると…
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